
原
生
林
に
分
け
入
り
、
粗
末
な
小
屋

に
住
ま
い
し
、
羆
と
飢
餓
の
恐
怖
の
中
、

先
ず
地
を
耕
し
て
道
を
付
け
、
必
死
に

生
き
抜

い
た
先

達

を
思
え

ば
胸
が

熱

く
な
る
。

昭
和

歌
謡
の

歌

詞
『
君

と
歩
い

た

石
狩
の

流
れ
の

岸

の
幾
曲

り
・
・

』

の
よ
う

に
、
昔

の

石
狩
川

（
イ
・

シ

カ
ラ
・

ペ
ツ
）

は

よ
く
曲

が
く
ね

っ

て
、
砂
川
市
の

4

つ
の
沼

は
蛇
行

の

痕
跡
で

あ
る
。

新

生
明
治

政
府
は

激

し
い
蛇

行
が
終

わ

る
樺
戸
（
月
形
町
）

に
、
石

狩
川
の

水

運
を
利

用
し
て

全

国
で
三

番
目
の

集

治
監
（

監
獄
）

を

設
置
し
た
。

こ
れ

は
、
北

海

道
開
拓

と
ロ
シ

ア

対
策
の
た
め
、
道
路
を
内
陸
部
に
建
設

す
る
労
働
力
と
し
て
政
治
犯
た
ち
を
使

う
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
１
８

８
６
年
に
５
０
０
人
の
囚
人
達
が
苦
役

の
末
に

90
日
間
で
、
石
狩
平
野
を
蛇
行

し
て
流
れ
る
石
狩
川
の
東
側
に
、
日
本

一
長
い
直
線
区
間
を
有
す
る
国
道

12
号

線
（
囚
人
道
路
（
幅
員

2m
）
の
基
礎
を

切
り
通
し
た
。
こ
の
直
線
区
間
の
北
端

に
近
い
砂
川
市
空
知
太
（
松
浦
武
四
郎

が
石
狩
川
を
使
っ
て
内
陸
部
へ
足
を
踏

み
入
れ
た
土
地
）
は
、
空
知
川
が
石
狩

川
に
合
流
す
る
地
点
で
、
１
９
６
５
年

頃
ま
で
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
が
、

１
９
１
３
年
の
大
冷
害
の
秋
に
、
そ
の

空
知
太
で
頭
を
垂
れ
る
ほ
ど
結
実
し
て

い
る
２
本
の
稲
を
発
見
し
、
こ
の
稲
の

品
種
改
良
を
繰
り
返
す
と
と
も
に
治
水

と
用
水
路
工
事
を
行
い
、
客
土
を
繰
り

返
し
泥
炭
地
の
土
壌
改
良
を
繰
り
返
し

た
。
そ
の
結
果
、
洪
水
が
多
か
っ
た
砂

川
は
、
畑
作
と
山
で
も
で
き
る
果
樹
栽

培
が
稲
作
よ
り
多
く
な
っ
た
。

１
９
６
０
年
代
の
砂
川
近
傍
の
上
砂

川
町
と
歌
志
内
市
そ
し
て
奈
井
江
町
白

山
に
は
、
饅
頭
を
肴
に
酒
を
飲
む
よ
う

な
大
勢
の
炭
坑
夫
と
そ
の
家
族
が
い
て
、

こ
の
地
域
の
人
口
は
札
幌
を
凌
ぐ
程
だ
っ

た
。山

の
斜
面
に
貼
り
付
い
た
よ
う
な
炭

坑
町
に
は
広
い
商
用
地
が
な
く
、
日
常

の
食
品
雑
貨
等
は
鉱

山
会
社
の
販
売
所
で

用
が
足
り
た
が
、
そ

れ
以
外
の
物
は
砂
川

で
調
達
し
て
い
た
た

め
、
砂
川
に
出
か
け

て
買
い
物
と
美
味
し

い
物
で
も
食
べ
よ
う

か
、
お
土
産
に
お
菓

子
も
買
お
う
か
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
砂

川
は
飲
食
業
や
製
菓

業
が
、
近
隣
の
炭
坑

の
開
坑
と
と
も
に
急
速
に
発
展
し
た
。

昭
和

20
年
以
降
、
砂
川
火
力
発
電
所

で
は
石
炭
を
コ
ー
ク
ス
に
す
る
過
程
で

出
来
る
化
学
肥
料
の
硫
安
を
燃
料
に
す

る
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
を
始
め
、
肝
心

の
コ
ー
ク
ス
は
製
鉄
所
に
送
ら
れ
た
。

し
か
し
、
黒
い
ダ
イ
ヤ
と
言
わ
れ
た

石
炭
か
ら
石
油
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換

が
始
ま
る
と
閉
山
が
続
き
、
砂
川
の
繁

栄
も
陰
り
始
め
た
。

だ
が
、
北
海
道
の

黎
明
期
に
囚
人
た
ち

が
切
り
通
し
た
砂
川

の
国
道

12
号
線
沿

い
に
は
、
今
で
も
約

20
店
舗
の
菓
子
店

や
カ
フ
ェ
が
点
在
し
、

ス
イ
ー
ツ
文
化
が
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
調
理
人
や
菓

子
職
人
た
ち
の
創
意

工
夫
の
賜
物
で
、
危

険
な
作
業
を
行
う
炭

坑
夫
た
ち
に
愛
さ
れ
た
味
で
あ
る
。

12

号
線
に
は
、
囚
人
た
ち
の
死
体
が
埋
ま
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

過
酷
な
使
役
を
課
せ
ら
れ
た
人
々
の
尊

い
犠
牲
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
道
で
あ
る

こ
と
と
、
彼
ら
へ
の
感
謝
を
忘
れ
て
は

な
ら
ぬ
と
の
教
え
で
あ
り
、
実
際
に
野

晒
し
に
さ
れ
た
彼
ら
の
亡
骸
は
、
地
元

の
人
々

に
よ
っ

て
手
厚

く
供
養

さ
れ
、

砂

川

市

空

知

太

の

地

蔵

堂

付

近

に

埋

葬

さ

れ
て
い
る
。

北

海

道

の

ス

イ

ー

ツ

は

、

厳

し

い

自

然

環

境

下

で

の
生
活
、
辛
い
肉
体
労
働
に
耐
え
抜
い

て
生
き
て
き
た
、
先
達
の
食
へ
の
憧
れ

と
、
汗
と
涙
の
味
で
あ
る
。
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昨
年

11
月

15
日
、
１
９
７
８
年

12
月

の
百
里
で
の
創
隊
時
に
初
代
隊
長
を
務
め

さ
せ
て
も
ら
っ
た
Ｆ
ー

4
型
機

5
番
目

の
第
３
０
５
飛
行
隊
が
新
田
原
か
ら
千
歳

基
地
を
訪
問
し
た
折
に
、
訓
練
陣
中
御
見

舞
い
を
す
る
機
会
を
得
た
。

率
い
る
二
等
空
佐
新
田
将
一
第

27
代

隊
長
と
の
懇
談
に
て
、
奇
し
く
も
隊
創
設

の
頃
に
誕
生
し
た

47
歳
と
の
こ
と
。

ま
た
、
私
が
初
代
を
拝
命
し
た
時
に

「
伝
統
」

と

い

う

よ

う

な

難

し

い

こ
と
と
は
無
縁
の
、
「
も
の
の
ふ
」
の
日

常
的
な
身
嗜
み
と
し
て
提
示
し
た
モ
ッ
ト
ー

「
強
·

速
·

美
·

誠
実
」
が
今
も
掲
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
こ
と
は
、
昨
年
７
月
の
航
空
幕

僚
長
と
の
対
話
で
も
伺
え
た
。
尾
翼

の
部
隊
マ
ー
ク
は
、
更
新
さ
れ
た
Ｆ
ー

１
０
４
部
隊
で
あ
っ
た
２
０
６
飛
行

隊
の
水
戸
の
梅
花
を
継
承
し
た
も
の

で
あ
り
、
Ｆ
ー

15
に
お
い
て
も
不
変

で
あ
っ
た
。

約
半
世
紀
に
わ
た
る
個
人
的
な
回

顧
の
機
会
を
整
え
て
頂
い
た
こ
と
に

対
し
、
関
わ
ら
れ
た
方
々
に
感
謝
し

た
い
。

（
朝
倉

範
夫
）

半
世
紀
後
の
回
顧

（
も
の
の
ふ
の
嗜
み
）

北
海
道
の
ス
イ
ー
ツ
は
先
達
の
食
へ
の
憧
と
汗
と
涙
の
賜
物

(1)メンバーの名前は表示されるが、プロフィール等は閲覧できない。

(2)管理者側からの一方通行の情報発信（イベント等）である。

千鷲会グループ・ライン【千鷲会掲示板】友達に登録手順及び使用に付いて

１
【
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
機
能
】
で
、

【
返
信
用
ハ
ガ
キ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
】

に
照
準
（
黄
色
い
枠
）
を
合
わ
せ

る
。黄

色
部
分
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
Ｍ

Ｅ
」
を
押
し
て
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
。

２
白
枠
内
の
「
開
く
」
を
ク
リ
ッ

ク
。

３
緑
枠
内
の
新
し
い
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
で
参
加
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

４

参
加
コ
ー
ド
【
１
９
８

２
】
を
入
力
欄
へ
入
力
。

５

【

１
９
８
２
】
が

入
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
、
「
次
へ
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

６
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
で
使
用
す

る
「
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
」
と
「
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
画
像
」
を
設
定
。
（
特

に
修
正
が
な
け
れ
ば
、
「
参
加
」

を
ク
リ
ッ
ク
）
。

７
利
用
に
関
す
る
注
意
事
項
を
確

認
し
、
「
確
認
し
ま
し
た
」
を
ク

リ
ッ
ク
。

８
掲
示
板
利
用
の
注
意
事
項
」
の

画
面
を
確
認
。

【
お
友
達
に
参
加
完
了
】

友
達
登
録
手
順

令
和
７
年
度

千
歳
の
ま
ち
の
航
空
祭

開
催
日

９
月
７
日
（
日
）


